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小
さ
い
モ
ノ
な
ら
長
谷
川
へ
旋
盤
・
Ｍ
Ｃ
品
ぞ
ろ
え
小
型
工
作
機
械

トップインタビュー

　
は
せ
が
わ
・
と
お
る
　

年

昭

大
学
卒
業
後
、

長
谷
川
機
械
製
作
所
入
社
。

年
社
長
。
東
京
都
出
身
、

歳
。

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
長
谷

川
機
械
製
作
所

さ
い
た
ま
市

見
沼
区
、
０
４
８
・
６
８
３
・

５
０
６
１

は
、
自
動
車
部
品

や
光
学
部
品
な
ど
の
加
工
で
用

い
ら
れ
る
小
型
工
作
機
械
の
専

門
メ
ー
カ
ー
。
小
物
部
品
の
高

精
度
加
工
が
可
能
な
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

旋
盤
や
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
し
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
る
。
長
谷
川
透
社
長
に

現
状
を
聞
い
た
。

さ
い
た
ま
・
藤
崎
竜
介

◇

　
―
小
型
工
作
機
械
に
特
化
し

て
い
ま
す
ね
。

　
「
小
物
高
精
度
部
品
の
加
工

に
は
、
や
は
り
小
型
機
が
適
し

て
い
る
。

大
は
小
を
兼
ね
な

い

が
当
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

だ
。
Ｎ
Ｃ
旋
盤
は
チ
ャ
ッ
ク
サ

イ
ズ
３
―
６

、
Ｍ
Ｃ
は
主
軸

テ
ー
パ
穴
Ｈ
Ｓ
Ｋ
―
Ｅ

以
下

の
製
品
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
旋
盤
と
Ｍ
Ｃ
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
生
産
ラ
イ
ン
を
提

案
で
き
る
の
も
強
み
。

小
さ

い
モ
ノ
な
ら
長
谷
川
へ

と
顧

客
に
言
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
い

る
」

　
「
大
切
な
の
は
ス
ラ
イ
ド
と

ス
ピ
ン
ド
ル
の
技
術
。
ス
ピ
ン

ド
ル
は
内
製
し
て
い
る
。
ビ
ル

ト
イ
ン
タ
イ
プ
と
し
て
Ａ
Ｃ
ス

ピ
ン
ド
ル
モ
ー
タ
ー
タ
イ
プ
と

Ｄ
Ｄ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
タ
イ
プ

の
双
方
を
用
意
し
て
い
る
の
も

当
社
な
ら
で
は
だ
」

　
―
製
品
は
ど
の
よ
う
な
使
わ

れ
方
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
メ
ー
ン
ユ
ー
ザ
ー
は
自
動

車
業
界
。
エ
ン
ジ
ン
、
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
モ
ー
タ
ー
な

ど
の
周
辺
を
構
成
す
る
小
型
精

密
部
品
で
実
績
が
あ
る
。
ま

た
、
ウ
ォ
ー
ム
シ
ャ
フ
ト
、
コ

ピ
ー
機
の
感
光
ド
ラ
ム
、
カ
メ

ラ
部
品
な
ど
を
加
工
す
る
特
殊

な
専
用
機
も
手
が
け
て
い
る
」

　
―
海
外
事
業
展
開
は
。

　
「
２
０
１
２
年
に
中
国
の
浙

江
省
に
工
場
を
新
設
し
、
Ｎ
Ｃ

旋
盤
の
生
産
を
始
め
た
。
手
が

け
る
製
品
を
３
機
種
に
絞
り
、

量
産
し
て
い
る
の
が
中
国
工
場

の
特
徴
だ
。
価
格
は
現
地
並

み
、
品
質
は
日
本
水
準
を
目
指

し
て
生
産
し
て
い
る
。
中
国
の

ほ
か
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
米

国
、
欧
州
、
韓
国
な
ど
に
も
現

地
の
販
売
代
理
店
を
通
じ
て
製

品
を
供
給
し
て
い
る
」

　
―
国
内
で
は
６
月
に
白
河
工

場

福
島
県
西
郷
村

の
敷
地

内
に
開
発
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。

　
「
設
計
部
門
を
一
つ
の
棟
に

集
約
す
る
の
が
目
的
。
設
計
に

関
し
て
は
、
機
械
、
ソ
フ
ト
、

電
気
な
ど
の
各
担
当
が
情
報
共

有
し
な
い
と
良
い
モ
ノ
は
で
き

な
い
。
垣
根
を
取
り
払
っ
た
こ

と
で
、
相
乗
効
果
を
期
待
し
て

い
る
」

　
―
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
で
は

理
事
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
活
発
に
活
動
し
て
い
る
素

晴
ら
し
い
会
だ
。
イ
ベ
ン
ト
が

き
っ
か
け
で
、
理
化
学
研
究
所

の
技
術
者
ら
と
知
り
合
え
た
。

新
規
会
員
が
よ
り
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
さ

ら
に
活
性
化
し
て
良
く
な
る
と

思
う
」

顧客との接点成長のカギ宇治電化学工業・西山彰一社長　�

お
客
さ
ま
と
関
係
を
深
め
て
い
く
営
業
ス
タ
イ
ル
は
、
今
日
ま

で
受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統

と
西
山
社
長

　
１
９
３
９
年
に
宇
治
川
電
気

現
関

西
電
力

と
地
元
高
知
の
西
山
合
名
会

社
が
提
携
し
、
研
磨
材
の
製
造
・
販
売

を
目
的
と
し
て
誕
生
し
た
。

創
業
当
初
は
戦
時
中
の
空
襲

や

年
の
南
海
大
地
震
な
ど

の
被
害
を
受
け
て
苦
難
が
続

い
た
。

　
転
機
に
な
っ
た
の
は

年

に
完
成
し
た
人
造
研
磨
材

「
ト
サ
エ
メ
リ
ー
エ
キ
ス
ト

ラ
」
だ
。
天
然
研
磨
材
に
は

品
質
の
安
定
性
と
性
能
に
課

題
が
あ
っ
た
。

年
に
大
手

自
転
車
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で

開
発
に
着
手
し
た
が
、
困
難

を
極
め
、
開
発
担
当
者
は
会

社
の
敷
地
内
に
芋
を
植
え
、

そ
の
芋
を
食
べ
な
が
ら
家
に

も
帰
ら
ず
、
研
究
に
没
頭
し

た
と
い
う
。

　
試
行
錯
誤
し
、
得
意
と
し

て
い
た
電
融
技
術
を
さ
ら
に

探
求
し
た
結
果
、
世
界
初
の

人
造
研
磨
材
の
開
発
に
成
功
し
た
。
こ

の
製
品
は
天
然
研
磨
材
に
比
べ
て
粒
子

が
均
一
で
、
結
晶
構
造
が
安
定
し
て
い

る
た
め
、
研
磨
性
能
が
高
い
。
国
内
市

場
は
も
と
よ
り
、
海
外
市
場
で
も
一
時

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
た
。
そ
の
後
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
参
入
も
あ
っ
た
が
、

細
や
か
な
顧
客
対
応
で
対
抗
し
た
。
現

在
、
国
内
シ
ェ
ア
約

％
を
占
め
て
い

る
。

　
ト
サ
エ
メ
リ
ー
エ
キ
ス
ト
ラ
の
開
発

を
通
じ
て
得
た
も
の
は
多
い
が
、
中
で

も
一
番
大
き
か
っ
た
の
は
、
「
お
客
さ

ま
と
の
接
点
に
こ
そ
成
長
へ
の
カ
ギ
が

あ
る
」
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
だ
。

年

代
の
終
わ
り
に
、
技
術
開
発
の
中
心
だ

っ
た
研
究
所
に
「
営
業
兼
務
員

サ
ー

ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア

」
を
配

置
し
、
お
客
さ
ま
へ
の
技
術

指
導
や
情
報
収
集
に
力
を
入

れ
た
。
お
客
さ
ま
と
の
関
係

を
深
め
て
い
く
営
業
ス
タ
イ

ル
は
、
「
技
術
サ
ー
ビ
ス
要

員
」
「
営
業
技
術
」
と
名
称

を
変
え
な
が
ら
、
今
日
ま
で

受
け
継
が
れ
て
い
る
伝
統

だ
。

　

年
代
に
入
り
、
ト
サ
エ

メ
リ
ー
エ
キ
ス
ト
ラ
の
海
外

進
出
を
本
格
化
し
、
輸
出
量

も
飛
躍
的
に
伸
び
た
。

年

か
ら
海
外
技
術
研
修
生
制
度

を
利
用
。
台
湾
、
香
港
、
韓

国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

か
ら
約

人
の
研
修
生
を
受

け
入
れ
て
き
た
。
帰
国
後
は

現
地
販
売
代
理
店
と
し
て
活
躍
し
て
く

れ
て
い
る
方
や
、
親
子
二
代
の
研
修
生

も
い
る
。
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
強
い
絆
が
財
産
に
な

っ
て
い
る
。

高
知
市
桟
橋
通
５
丁
目
７
の

ビ
ー
ズ
ミ
ル
販
売
堅
調
ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
千
葉

新材料向けの販売が伸長（「ラボ
スターミニ」）

　千葉産業人クラブのアシザワ・ファ
インテック（千葉県習志野市、芦沢直
太郎社長、 ）の湿式微粉
砕・分散装置（ビーズミル）「ラボス
ターミニ」は卓上型で、電子部品や電
池材料などの新材料をナノレベル（ナ
ノは 兆分の１）に微粉砕・分散する
研究開発の現場で用いられている。堅
調に納入台数を伸ばしており、芦沢社
長は「 年は 年の台数を確実に超
える」と言い切る。
　ラボスターミニは粉砕用・分散用・
少量バッチ運転用の１台３役。共通化
したフレームに、目的や用途に応じた
機能を搭載できる。粒子を傷つけずに
粒子を分散するニーズが強まってい
る。これに対し、粒子自体の特性を損
なわない「マイルド分散」もできる。
　すべての粉砕室の接液部分の材質に
セラミックスを採用しており、コンタ
ミネーションも防ぐ。粉砕室の角度を
可変とし、材料投入や取り出し時の作

業性および洗浄性を高めた。大型機へ
のスケールアップも簡単だ。
　電子部品・電池材料分野で、材料の
粉砕・分散が高性能化に寄与してい
る。芦沢社長は「研究開発で重要なの
は、将来の大量生産まで見据えた設備
を選択すること。微粒子化だけでな
く、より効率良く、より省エネにする
ための技術コンサルティングを通じ、
新技術の発展を支援していきたい」と
意気込む。

祖
父
江
会
長
が
自
叙
伝
名
古
屋
ソ
ブ
エ
ク
レ
ー

自
叙
伝
を
出
版
し
た
祖
父
江
会
長

　名古屋産業人クラブ会員のソブエ
クレー（名古屋市港区）の祖父江清
会長が、自叙伝「中国 年と私の人
生 年」を出版した。祖父江会長は
「米寿」を迎えたのに合わせて生い
立ちから官庁勤めの思い出、樹脂や
塗料、セラミックスの製造に用いる
無機材料を手がけている同社に入社
してからの奮闘を記述した。
　第一章の「祖父江家に生まれて」
では、わんぱく盛りだった少年時代
や親族との交流の思い出を紹介。無
線を学ぶために上京したが東京空襲
で被災したこと、運輸省（現国土交
通省）入省後の初任地である北海道
・焼尻島灯台気象観測所の生活など
を振り返った。
　第二章の「ソブエクレーと歩んで
年」では実家のタルク小売事業を
手伝うため、運輸省を辞してビジネ
スの世界に踏み出したところから話
が始まる。社長・会長として取り組

んだ企業経営の苦労話などを披露す
る。
　第三章は「中国と結ぶ固い絆」。
年間に及ぶ中国とのビジネスや遼

寧省岫岩満族自治県の栄誉市民の称
号を授与された話のほか、天安門事
件で命からがら帰国した貴重な経験
にも触れた。
　第四章「地域社会とともに」と第
五章「タルク業界を牽引」では、Ｐ
ＴＡ活動、自民党の地域支部長、タ
ルク協議会会長などの対外的な活動
を紹介している。

米
産
業
視
察
会
を
計
画
１
３
年
度
定
時
総
会
開
く
日
本
産
業
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

９－１０月の予定
９　月

　◇６日（金）大阪産業人クラブ
「セミナー１部『カタログ制作』講
師／中田典男日本ＳＰセンターシニ
アディレクター、２部『カラーコミ
ュニケーション』講師／二宮恵理子
カラー＆イメージコンサルタント代
表」（大阪市中央区、日刊工業新聞
社大阪支社）
　◇６日（金）埼玉産業人クラブ
「上期役員会＆経済講演会『最近の
国際金融情勢について』講師／山崎
達雄財務省国際局長 さいたま市浦
和区 浦和ロイヤルパインズホテル
　◇ 日（金）新潟産業人クラブ
「 年度定時総会＆記念講演会
『混乱に向かうか、世界は？今、日
本の生きる道』講師／真田幸光愛知
淑徳大学教授」（新潟市中央区、新
潟グランドホテル）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「学外研
修」（静岡県熱海市、山木旅館）
　◇ 日（火）名古屋産業人クラブ
「設立 周年の集い　記念式典＆懇
親会、記念講演会『故意に日本を衰
退させる親の時代』講師／武田邦彦
中部大学教授」（名古屋市中村区、
名鉄ニューグランドホテル）
　◇ 日（水）山形産業人クラブ
「 年度第２回ゴルフコンペ」
（山形県河北町・ニューブラッサム
ガーデンクラブ）
　◇ 日（火）神奈川産業人クラブ
「第１回若手交流会、第１部セミナ
ー『成長するアジアと、どう向き合
うか』講師／中島耕一郎日刊工業グ
ローバルビジネスサポート取締役最
高執行責任者、ゲストスピーカー／
蔡恵如氏（台湾工業技術研究院日本
事務所）、第２部『懇親会』」（横
浜市西区、横浜ベイシェラトンホテ
ル＆タワーズ）
　◇ 日（木）九州・山口産業人ク
ラブ「ダイハツ九州大分（中津）工
場見学会」（大分県中津市）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「 年度通常総
会」（埼玉県川越市、川越プリンス
ホテル）

　月
　◇５日（土）茨城産業人クラブ
「第 回茨城産業人クラブゴルフ大
会」（茨城県大洗町、大洗ゴルフ倶

楽部）
　◇９日（水）埼玉産業人クラブ・
分科会「『環境・省エネについて
（仮）』講師／佐藤周東芝首都圏支
社長」（さいたま市浦和区、日刊工
業新聞社さいたま総局）
　◇９日（水）名古屋産業人クラブ
「在名古屋各県事務所、学習会＆懇
親会『中国および中国人との付き合
い方～中国との取引で注意するこ
と』講師／兪明鶴（ユ・メイカク）
明コンサルティング社長」（名古屋
市東区、日刊工業新聞社名古屋支
社）
　◇ 日（水）名古屋産業人クラブ
「山本雅史中部経済産業局長との情
報交換会」（名古屋市中区、アパホ
テル名古屋錦）
　◇ 日（木）― 日（土）大阪産
業人クラブ「北海道産業視察」（い
すゞエンジン製造北海道、トヨタ自
動車北海道ほか）　
　◇ 日（金）新潟産業人クラブ
「 月の社長会『企業の護身術』講
師／桜井俊之セコムグループ国際事
業本部技術部長」（新潟市中央区、
新潟グランドホテル）
　◇ 日（土）埼玉産業人クラブ・
埼玉ビジネス研究会「第 回ビジ研
親睦ゴルフ大会」（茨城県稲敷市、
アスレチックゴルフ倶楽部）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「第７回親睦ゴルフ大会」（埼玉県
入間市、武蔵カントリークラブ豊岡
コース）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「学生による企業
研究会（アクティブプロモーショ
ン）」（埼玉県鳩山町、東京電機大
学理工学部）
　◇ 日（木）九州・山口産業人ク
ラブ「 周年記念パーティー＆記念
講演会『エネルギーと環境をめぐる
課題（仮題）』講師／茅陽一東大名
誉教授＆懇親会」（福岡市博多区、
ホテル日航福岡）
　◇ 日（金）大分産業人クラブ
「九州工業大学飯塚キャンパス視
察」（福岡県飯塚市、九州工業大学
情報工学部）
　◇ 日（木）茨城産業人クラブ
「産総研オープンラボと産学官連携
推進部との交流会」（茨城県つくば
市、産業技術総合研究所つくばセン
ター）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「懇親ゴルフ大
会」（埼玉県寄居町、森林公園ゴル
フ倶楽部）

「設立周年の集い」

記念講演・懇親会開催日

名古屋産業人クラブ
　名古屋産業人クラブ 内藤明人会長 リンナイ会長
は ９月 日 時から名鉄ニューグランドホテル 名古
屋市中村区 で「設立 周年の集い」を開く。記念セ
レモニーに続き、 時 分から武田邦彦中部大学教授
による記念講演会 故意に日本を衰退させる親の時代
を企画 武田教授が科学者の目で鋭く現代の世相に迫
る。記念講演会終了後、 時 分から懇親会も開く
名古屋 岐阜産業人クラブ会員は参加無料

クラブ会長ら人参加

　
日
本
産
業
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

井
水
治
博
会
長

日
刊
工
業
新
聞
社
社
長

は
８
月

日
、
東
京
・
東

品
川
の
ク
リ
ス
タ
ル
ヨ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
で
暑
気
払
い

「
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
＆
デ

ィ
ナ
ー
交
流
会
」
を
開
い

た
。
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

の
井
上
裕
之
会
長

愛
知

産
業
社
長

が
「
中
小
企

業
が
日
本
を
支
え
て
い

る
。
そ
の
中
小
企
業
が
設

備
投
資
し
や
す
く
な
る
よ

う
な
制
度
が
で
き
る
よ
う

に
政
治
に
期
待
し
て
い

る
。
そ
れ
を
願
っ
て
今
日

は
大
い
に
お
酒
を
飲
み
な

が
ら
、
夏
の
暑
さ
を
吹
き

飛
ば
そ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
全
国
の
ク
ラ
ブ
会
長

ら
約

人
が
参
加
し
た
。

　
夕
食
後
、
遊
覧
船
に
乗

船
し
た
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
の
下
を
通
り
、
ら

ら
ぽ
ー
と
豊
洲
付
近
を
周

回
す
る
約
１
時
間
の
コ
ー

ス
。
参
加
者
は
甲
板
か
ら

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見

上
げ
、
美
し
い
夜
景
を
飽

き
る
こ
と
な
く
眺
め
て
い

た
。

暑
さ
吹
き
飛
ば
せ
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ

船内で夜景を楽しむ参加者

遊
覧
船
に
乗
り
込
み
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
へ

日本産業人クラブ連合会定時総会後に記念撮影

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ９月６日 金曜日 　　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響

テ
ー
マ
に
講
演

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交

流
会
が
産
学
連
携
セ
ミ

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

長
谷
川
勉
会
長

長
谷
川

鉄
工
所
社
長

は
８
月
２

日
、
日
本
工
業
大
学
な
ど
と

共
同
で
「
産
学
連
携
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
い
た
。
税
理
士
法

人
Ｔ
＆
Ｓ

さ
い
た
ま
市
大

宮
区

の
石
岡
正
行
代
表
社

員
が
「
環
太
平
洋
連
携
協
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
産
業
界
へ
の

影
響
」
に
つ
い
て
講
演
。
会

員
や
大
学
関
係
者
ら
１
５
０

人
近
く
が
参
加
し
、
熱
心
に

聴
講
し
た
。

　
石
岡
氏
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
国
際
分
業
の
再

構
築
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
効
率
化
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
上
で
、
「

Ｔ
Ｐ
Ｐ

で

国
際
的
生
産
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
拡
大
・
深
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
興
国
は
工
業

化
を
加
速
で
き
る
。
先
進
国

は
国
際
分
業
の
中
で
空
洞
化

を
遅
ら
せ
ら
れ
る
」
と
分
析

し
た
。
ま
た
国
内
農
業
に
関

し
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
に
改
革
す
る

べ
き
だ
。
参
入
規
制
撤
廃
や

成
長
が
見
込
ま
れ
る
園
芸
作

物
農
業
の
振
興
が
求
め
ら
れ

る
」
と
強
調
し
た
。
日
本
工

業
大
学
の
波
多
野
純
学
長
は

「
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
で
、

非
常
に
興
味
深
い
と
し
た
。

　
日
本
産
業
人
ク
ラ
ブ
連
合

会

井
水
治
博
会
長

日
刊

工
業
新
聞
社
社
長

は
８
月

日
、
東
京
・
九
段
下
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で

「
２
０
１
３
年
度
定
時
総

会
」
を
開
い
た
。
全
国
の
産

業
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
が
参

加
。

年
度
の
事
業
報
告
と

収
支
決
算
、

年
度
の
事
業

計
画
と
収
支
決
算
案
を
審
議

し
、
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
役

員
の
一
部
改
選
で
、
新
理
事

に
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

三
木
治
一
会
長

三
木
プ
ー

リ
社
長

、
掛
川
産
業
人
ク

ラ
ブ
の
相
良
貴
史
会
長

相

良
製
作
所
社
長

が
就
い

た
。

年
度
事
業
で
は
米
国

産
業
視
察
会
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。

　
総
会
後
、
「
日
本
の
海
洋

開
発
最
前
線
」
と
題
し
て
、

本
社
編
集
局
第
一
産
業
部
の

鈴
木
真
央
編
集
委
員
が
卓

話
。
海
洋
資
源
開
発
市
場
が

急
成
長
す
る
中
、
欧
米
や
韓

国
な
ど
に
比
べ
て
遅
れ
て
い

る
日
本
の
関
連
産
業
の
位
置

づ
け
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
井

水
会
長
が
「
産
業
人
ク
ラ
ブ

を
活
用
し
て
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
の
将
来
に
つ
い
て
議
論

し
、
紙
面
だ
け
で
な
く
、
直

接
、
国
に
働
き
か
け
た
い
。

各
社
の
意
見
を
聞
き
た
い
」

と
提
案
。
役
員
か
ら
「
中
小

企
業
に
対
す
る
国
の
予
算
が

少
な
い
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
の
解
決
を
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
た
。

名
古
屋
・
岐
阜
産
業
人

ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
大
会

大
場
氏
が
優
勝

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

内
藤
明
人
会
長

リ
ン
ナ

イ
会
長

と
岐
阜
産
業
人
ク

ラ
ブ

遠
藤
宏
治
会
長

カ

イ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
社

長

は
８
月
１
日
、
御
岳
ゴ

ル
フ
＆
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

長
野
県
木
曽
町

で
「
２

０
１
３
年
産
業
人
カ
ッ
プ
ゴ

ル
フ
大
会
」
を
開
い
た
。
初

参
加
の
８
人
を
含
む

人
が

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
ス
コ

ア
を
競
っ
た
。
東
海
分
析
化

学
研
究
所
の
大
場
恵
史
取
締

役

写
真
左

が
ネ
ッ
ト

・

グ
ロ
ス

で
優
勝

し
た
。

　
大
会
前
日
の
７
月

日
は

恒
例
の
ゴ
ル
フ
大
会
前
夜
祭

で
、
夜
遅
く
ま
で
懇
親
を
深

め
た
こ
と
も
あ
り
、
大
場
取

締
役
は
優
勝
の
あ
い
さ
つ
で

「
昨
日
、
昨
年
優
勝
し
た
東

海
合
金
工
業
の
松
本
優
造
社

長
と
一
緒
に
コ
ー
ス
を
回

り
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
昨
夜
は

カ
ラ
オ
ケ
で

曲
以
上
歌

い
、
余
分
な
力
が
抜
け
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
プ
レ
ー
で
き

た
。
こ
の
二
つ
が
勝
因
」
と

笑
い
を
誘
っ
た
。

　
準
優
勝
は
奥
野
櫻
子
奥
野

機
材
社
長
で
ネ
ッ
ト

・

グ
ロ
ス

、
３
位
は
小
境

茂
植
ダ
イ
ジ
ェ
ッ
ト
工
業
理

事
で
ネ
ッ
ト

・

グ
ロ

ス

。
小
境
理
事
は
ベ
ス

ト
グ
ロ
ス
賞
も
獲
得
し
た
。

地
中
熱
利
用
冷
暖
房

シ
ス
テ
ム
な
ど
見
学

城
北
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
城
北
産
業
人
ク
ラ
ブ

齋

藤
裕
会
長

サ
イ
ト
ウ
製
作

所
会
長

は
７
月

日
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン

東
京
都
墨
田
区

の
見
学

会
を
開
催
し
た
。
冷
暖
房
を

供
給
し
て
い
る
東
武
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
同
の

今
野
真
一
郎
常
務
か
ら
国
内

初
の
地
中
熱
を
利
用
し
た
地

域
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。
今
野
氏

は
設
備
の
大
半
が
電
気
で
稼

働
し
て
お
り
、
夜
間
電
力
を

活
用
し
て
日
中
の
稼
働
を
最

大
限
抑
え
て
い
る
こ
と
な
ど

を
解
説
し
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
は
初
年
度

の
目
標
を
達
成
で

き
た
」
と
成
果
を

紹
介
し
た
。
地
下

に
あ
る
高
性
能
の

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や

大
容
量
水
蓄
熱
槽

な
ど
も
見
学
し
た
写
真
。

参
加
者
は
初
め
て
見
る
設
備

を
、
興
味
深
そ
う
に
見
て
い

た
。
見
学
会
の
終
了
後
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
高
さ
３

５
０

の
展
望
台
で
、
東
京

の
景
色
を
楽
し
ん
ん
だ
。


